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＜連絡事項＞

· 本日13：30～避難器具訓練実施。参加者：山田・大谷地・佐々木

· 本日、東北メディカル学院から見学者2名あり（高橋さん・赤坂さん）。

· カルテチェックを10/17までに行う事。

· 汚物処理室にタバコの吸殻を廃棄する際、ゴミ箱の上に袋をあげたままになっている場合がある為、ゴミ箱内に廃棄する事。

· 11月のプログラム内容の入力を今週中に行う事。

＜利用者様情報＞

· 板橋　利美様～他者に対して口調の強さや、発言内容の不適切さあり。本人ストレスを溜め込んだ

ときに言動の変化が見られる傾向にある為、1度話し合いの時間を設ける事としている。

· 大久保康弘様～現在、薬剤調整を行っているが調整後も呂律不良が悪化していると訴えあり。来週

の受診時に再度担当医へ相談してくるとの事。

· 稲垣　ふき様～通所内での落ち着きに欠け、棟内を移動して歩かれる。又、青風荘の自室に他者が

入ってくると訴え、「其田さんや大久保さんが夜中に部屋に入って来る」と話す。事実として夜間の訪問はないことを説明すると、「幻覚で見えている」と話されており、現実との区別は出来ているとの事。

＜ＳＳＴ報告＞

デイナイトケア火曜日
テーマ「ほめる・ほめられる」

· 誉める場面として、“食事準備の時”と意見あり。

· 誉め方は、「○○さんすごいね」「さすがだね」「よくやってるね」等の意見あり。

· 食事準備を行っている場面でのロールプレイの実施。

· ロールプレイは、中村様（誉められる）が食事準備を行っている所を、其田様が誉める設定で実施。

· アドリブで実施して下さっているが、中村様から「セリフが決まっていたほうが良い」と意見あり。

· 2回目はセリフを決めて実施。

· 2回目はセリフとアドリブを組み合わせて実施して下さっている。

· 終了時、椅子に座っている方同士で誉めあっている様子見られている。

デイナイトケア木曜日
テーマ「ほめる・ほめられる」

· 誉める場面として、“食事準備の時”“優しい人に対して”“絵の上手な人に対して”“掃除をしている人に対して”等の意見あり。

· ロールプレイを実施する場面設定として、“絵の上手な人”に対して誉めるを実施。

· 稲垣様が塗り絵をしている所へ1人ずつ誉めていく設定で全員が行っている。

· 誉める側は具体的に誉める事が出来ており、稲垣様から「誉められると照れる」と意見聞かれるが、上手に返答する事が出来ている。

デイケア水曜日
テーマ「ほめる・ほめられる」

· 誉める理由として、「友人になる為に誉める」等の意見あり。

· 誉めるポイントとして、“顔”“笑顔”“服”等の意見が挙がっている。

· 誉め上手になる練習を行う事として、隣の人を服装にポイントを絞って誉める練習を実施。

· ポイントを決めているが、焦点がずれてしまう方がいる。

· ロールプレイはスタッフから指名して、高柳様（誉められる）と松川様（誉める）で実施。

· お互いに服装を誉めあっており、他の参加者からも「ポイントがあっていた」「視線が合っていた」「誉めあっていた」等の意見が聞かれていた。

デイケア木曜日
テーマ「会計時におつりが少なかった時の対応」

· 東山様から会計のミスがあり、店員が自宅まで謝罪にきたと報告あり。店舗内でレシートを確認して直接店員へ確認する方法について行いたいと参加者から希望あり実施。

· おつりを確認するタイミングについて確認し、会計終了後おつりを受け取った直後としている。

· 店員への声のかけ方を確認した後ロールプレイの実施。⇒「すみません。○○円足りないです。」

· 場面設定については、参加者全員でレジの配置などを決めている。

· ロールプレイは平様が客役（自薦）、淡路様が店員役（平様指名）で実施。

· 平様が決められたセリフを言っているが、淡路様が「足りないはずはない」と話す事あり。平様は、臨機応変に対応する事が出来ていた。

· ロールプレイ実施後、富塚様から「見間違いをする事もあるから、足りないという断定した言い方ではない方が良い」という意見あり、他の参加者からの賛同を得ている。

対応検討
· テーマが出ない事が多い。

⇒日常会話の中や、他のプログラムの中では困っている事が挙がる為、訴えが聞かれた内容を

ＳＳＴへと繋げて行く。

· 予め設定したテーマを公開している為、メンバーからは「決まっている」との声が聞かれる。

⇒メンバーへ公開するプログラムの表には、ＳＳＴのテーマを入れずに掲示する。

＜外来情報＞

· 関　秀治　　様～職親は終了したが、仕事の訓練という形で仕事を継続しているとの事。水曜日は、

いつもと違う場所の掃除（廊下）の為、指導員付き添いで実施しているとの事。

· 久保　興介　様～髪をとかした時の抜け毛が気になると訴えあり。

· 田名部　一樹様～将来への不安があるとの事で、「仕事をした方が良いですか？」と相談あり。

担当医からは無理をしなくて良い事を伝えると、「現状維持にします」と話す。今週5日間デイケアを利用していると報告し、「疲れる」と訴えあり、担当医

からデイケア利用により疲労が強ければ就労は難しい事を説明している。

· 荒木地　和弥様～デイケア利用日を週4日から5日利用へと増やしたいと希望あり、許可得ている。

※利用日の変更等、本人から担当医へ相談して頂く場合には、デイケアでの様子を担当医へ予め情報提供しておく事。
















